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各 位 

2026年 8月 26日 

大和企業投資株式会社 
 

 

大和企業投資と Main Sequence Ventures、日豪ディープテック・ 

グロースファンド「Sakura Fund」の組成に向けた協業を開始 
～ 日豪の次の 50年を見据え、豪州の革新的技術と日本の産業力をつなぐ ～ 

 

 

大和企業投資株式会社（以下「DCI」）は、豪州政府の支援を受けるベンチャーキャピタルで

ある Main Sequence Ventures（以下「Main Sequence」）と、主として豪州のディープテック

企業への投資を目的とする日豪ディープテック・グロースファンド「Sakura Fund」（仮称、以

下「本ファンド」）の組成に向けた協業を開始したことをお知らせいたします。 

本ファンドは、Main Sequence が有する豪州連邦科学産業研究機構（The Commonwealth 

Scientific and Industrial Research Organisation、以下「CSIRO」）、豪州国内の大学、その

他の関連する研究機関が関与するディープテック・エコシステムとの強固なネットワーク、投

資先の発掘・技術評価・成長支援に関する知見と、DCIを含む大和証券グループが有する日本

企業、機関投資家及び資本市場とのネットワークを組み合わせ、豪州の革新的技術を日本の産

業力と結びつけ、世界をリードする新たな企業と産業の創出を目指すものです。 

 

1．本協業の趣旨 

豪州は、CSIRO、大学及び研究機関等を起点として、世界水準の科学技術と知的財産を継続

的に生み出し、研究成果を企業へと転換する優れたディープテック・エコシステムを有してい

ます。一方、これらの技術を世界的な企業や産業へと成長させるためには、成長資金に加え、

製造、顧客開拓、サプライチェーン構築及びグローバル市場への展開を支える長期的な事業パ

ートナーが重要となります。 

日本は、高度な製造力、品質、幅広い顧客基盤、研究開発力及び長期的な資本を有し、革新

的な技術を製品や産業へと発展させる力を有しています。豪州の先駆的な科学技術と起業家精

神に、日本の産業規模、技術力及びグローバルネットワークを組み合わせることで、宇宙、ク

リーンエネルギー、食品・農業、量子・AI、ヘルスケア等の分野において、世界をリードする

新たな企業と産業を創出できると考えています。 
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2026 年は、日豪両国の友好関係と経済的な結びつきの基盤となった「日豪友好協力基本条

約」の署名から 50周年に当たります。Main Sequence と DCI は、これまでの 50年間、資源、

エネルギー、食料等を中心として築かれてきた両国の強固な関係を礎に、次の 50 年に向けて

先端技術、イノベーション及び新産業の創出を担う新たな協力関係へと発展させる機会と捉え

ています。 

また、本ファンドを単なる資金提供の枠組みにとどまらず、日豪の産官学を結び、投資先企

業と日本企業との間で新たな製造・販売パートナーシップを構築し、第三国市場への展開を通

して、次の 50年に向けた事業共創プラットフォームとして発展させることを目指します。 

 

2．本ファンドの概要 

本ファンドは、Main Sequenceの投資テーマに合致する豪州を中心としたディープテック企

業のうち、主として Series B （事業拡大段階での資金調達ラウンド）以降の成長が著しく、且

つ明確なグローバル展開及びエグジットへの道筋を有する企業を投資対象とする予定です。投

資テーマとして、宇宙、脱炭素・クリーンエネルギー、フード・アグリ、量子・AI、ヘルスケ

ア、産業技術などを想定しており、DCIが本ファンドを組成し、Main Sequenceをファンドマ

ネージャーとして選任することを想定しています。ファンドのストラクチャー、規模、条件等

の詳細については、投資家候補との協議の進捗に応じて今後公表する予定です。 

 

3．両社代表者のコメント 

大和企業投資株式会社 代表取締役社長 瀬戸 真一 

「ディープテックは、次の時代の成長をけん引する重要な原動力です。豪州は、世界水準の

科学技術と研究成果を生み出し、それらを企業へと転換する優れたエコシステムを有してい

ます。一方、日本は、高度な製造力、品質、長期的な資本、そして技術を製品や産業へと発

展させる力を有しています。豪州の技術と日本の産業力を組み合わせることで、宇宙、クリ

ーンエネルギー、食品・農業、量子・AI、ヘルスケア等の分野において、世界をリードする

新たな企業と産業を生み出すことができると考えており、本ファンドは豪州と日本を結ぶ架

け橋となるものです。2026年は、日豪友好協力基本条約の署名から 50周年に当たります。

大和証券グループの 124年の歴史と、DCIが 40年以上にわたり国内外で培ってきた投資及び

ファンド運営の経験を活かし、Main Sequence とともに、次の 50年の日豪関係を支える世界

を代表する新たな企業と産業の創出に貢献してまいります。」 
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Main Sequence Ventures  
Partner  Phil Morle 

「2020 年以来、Main Sequenceと DCIを含む大和証券グループは、豪州のディープテック企

業と日本を代表する企業をつなぐ取り組みをともに進めてきました。その取り組みを通じ

て、豪州の先駆的な科学技術と起業家精神に、日本の産業規模、卓越した技術力、そして信

頼性の高いグローバルネットワークを組み合わせることが、いかに補完的であるかが明確に

なりました。私たちは、DCI が主導する本ファンドの組成を支援できることを誇りに思いま

す。また、豪州と日本がともに次の 50年を見据えるこのタイミングにおいて、このパートナ

ーシップをさらに強化していきたいと考えています。」 

（ご参考） 

大和企業投資ホームページ 

https://www.daiwa-inv.co.jp/ 

Main Sequence Ventures ホームページ 
https://www.mseq.vc/ 

以 上 

https://www.daiwa-inv.co.jp/
https://www.mseq.vc/

